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高温および大気非暴露環境下における結晶構造解析

高温・大気非暴露環境下における結晶構造解析が可能です。

高温XRDによる結晶構造解析

Cat.No 3E2J-066-00-180604 

最大800℃の高温でX線回折測定を行うことで、物質の構造相転移や熱膨張に関する情報を得ることができます。
真空中およびガス雰囲気（N2、He）中におけるin-situ測定にも対応しX線回折測定も可能です。

図2. Bayerite、Gibbsite、Bohmiteの体積の温度依存性

図1. 50 ℃ 、250 ℃ 、400℃におけるAl(OH)3のX線回折パターン

Al(OH)3の高温X線回折測定
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■ Al(OH)3 (BayeriteとGibbsite)が250℃以上で

AlO(OH) (Bohmite)へ変化する様子をとらえて
います（図1）
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■ 回折パターンを解析することで、各化合物の
単位格子体積の温度依存性がわかります（図2）

→物質の熱膨張率の違いがわかります
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